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受けて安心「がん検診」
Close up

　がんは、今や国民病ともいわれるほど、誰でもかかる
可能性がある身近な病気です。がんは自覚症状が出た頃
には、進行しているケースが多く、早期発見・早期治療
が重要です。ここでは、あなたと、あなたの大切な人を
守るためのがん検診についてお知らせします。

■問合せ　保健福祉課健康係　☎２４－５１１１（内線132）

が
ん
大
国
、
日
本

　

日
本
で
は
、
２
人
に
１
人
が
、
が
ん
に

か
か
る
と
い
わ
れ
、
３
人
に
１
人
が
が
ん

で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
今
や
、
が
ん
に

よ
る
死
亡
者
数
は
年
間
30
万
人
を
超
え
る

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
医
療
の
進
歩
に
よ
り
、
が
ん

が
早
期
に
発
見
さ
れ
治
療
す
れ
ば
、
完
治

す
る
確
率
が
高
い
病
気
で
あ
る
と
も
い
わ

れ
て
お
り
、
自
覚
症
状
が
な
い
う
ち
に
、

が
ん
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

な
ぜ
、
定
期
検
診
が
必
要
か

　

が
ん
と
い
う
病
気
の
本
当
に
怖
い
と
こ

ろ
は
、
早
期
の
段
階
で
は
ほ
と
ん
ど
症
状

が
出
な
い
か
、
ま
た
は
無
症
状
で
あ
る
こ

と
が
多
い
こ
と
で
す
。
症
状
が
な
い
ま
ま

進
行
す
る
が
ん
を
、
早
期
と
い
わ
れ
る
大

き
さ
で
見
つ
け
る
た
め
に
は
、
１
年
か
ら

２
年
ご
と
に
、
ま
た
自
覚
症
状
が
な
い
う

ち
に
定
期
的
な
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
重

要
で
す
。

　

そ
れ
で
は
、
昭
和
村
に
お
け
る
、
が
ん

検
診
の
受
診
状
況
に
つ
い
て
見
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

昭
和
村
の
現
状
に
つ
い
て

●
が
ん
検
診
受
診
者
数

　

が
ん
検
診
の
受
診
者
数（
図
１
）は
、
前

年
度
と
比
較
す
る
と
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
が
、
ど
の
検
診
に
お
い
て
も
精
密
検
査

が
必
要
な
方
が
い
ま
す
。
村
で
は
、
土
曜

図２．検診受診率（％）
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図４．がん確定者（人）
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図１．検診受診者数（人）
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図３．要精密検査率（％）
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日
の
検
診
実
施
や
、
個
別
検
診
を
組
み
入

れ
る
な
ど
、
よ
り
受
診
し
や
す
い
環
境
を

整
え
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
ず
は
、
第

１
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
ょ
う
。

●
が
ん
検
診
受
診
率

　

が
ん
検
診
の
受
診
率（
図
２
）は
全
体
と

し
て
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、

平
成
28
年
度
は
国
へ
の
報
告
の
対
象
条
件

が
変
更
と
な
っ
た
た
め
他
年
度
と
の
単
純

な
比
較
は
出
来
ま
せ
ん
が
、
受
診
率
50
パ
ー

セ
ン
ト
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

●
要
精
密
検
査
率

　

要
精
密
検
査
率（
図
３
）は
、検
診
の
結
果
、

精
密
検
査
が
必
要
と
さ
れ
た
人
の
割
合
で

す
。
全
体
的
に
昨
年
よ
り
減
少
し
て
い
ま

す
が
、
ど
の
検
診
に
お
い
て
も
、
必
ず
精

密
検
査
が
必
要
な
方
が
い
ま
す
。
た
だ
し
、

そ
の
方
た
ち
全
員
が
、
が
ん
に
か
か
っ
て

い
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

●
が
ん
確
定
者

　

が
ん
確
定
者（
図
４
）は
、
検
診
の
結
果
、

が
ん
が
見
つ
か
っ
た
人
の
数
で
す
。
近
年
、

全
国
的
に
増
加
し
て
い
る
大
腸
が
ん
と
乳

が
ん
は
、
昭
和
村
に
お
い
て
も
発
見
さ
れ

て
い
ま
す
。
が
ん
検
診
で
の
早
期
発
見
は
、

ス
ム
ー
ズ
な
早
期
治
療
に
結
び
つ
き
ま
す
。

ま
ず
は
、
ご
家
族
や
友
人
な
ど
身
近
な
人

を
誘
っ
て
が
ん
検
診
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

受けてよかった「がん検診」～受診者の声～
がん検診を受けて早期治療で元気いっぱいの受診者の声をお届けします。

80代男性のＡさん
大腸がんを克服しました！

40代女性のＢさん
乳がんの治療が済みました！

Ｑ：がん検診を受けたきっかけは？

Ａ： 村がせっかく検診をしてくれているので、
手遅れにならないよう、自分の義務として
受けようと思いました。

Ｑ：精密検査と言われたときの気持ちは？

Ａ： それまで何ともなかったので、ショックで
した。

Ｑ：あなたにとって「がん検診」とは？

Ａ： 食生活が原因なのか分からないが、安心し
て過ごすためにも必要なもの。

Ｑ：検診を受けずにいる方へのメッセージ
Ａ： 生きたいと皆さん願っているはずです。健
康寿命を本当の寿命に近づけられるように
しましょう。そうすれば医療費抑制にも結
びつきます。

Ｑ： 精密検査の結果「がん」と分かった時の気
持ちは？

Ａ： 大腸に小さなポリープがあり、取ってみた
ら「がん」だった。ここで受けていてよかっ
た。そして、転移していることも成長して
いることもなくてよかった。

Ｑ：がん検診を受けたきっかけは？

Ａ：自分自身の健康のためです。

Ｑ：精密検査と言われたときの気持ちは？

Ａ： がんだった人が血縁家族には誰もいないの
ですごくびっくりしました。

Ｑ：あなたにとって「がん検診」とは？

Ａ： 毎年きちんと受けることが大切だと思いま
した。

Ｑ：検診を受けずにいる方へのメッセージ
Ａ： 「がん」という言葉はよく聞くけれど、実
際になってみて医師に聞いたり、スマホで
調べたりしました。がんは40代でもかか
り､ 毎年検診を受けていてもかかることも
あるが、手遅れになってからでは遅いので、
必ず受けてほしいです。

Ｑ： 精密検査の結果「がん」と分かった時の気
持ちは？

Ａ： 自分は大丈夫だと思っていたので間違いか
なと思いました。こうなってしまうと、も
う何日も生きられないと感じ、子どもをど
うしようかと悩みました。

17ページに、各種がん検診の情報を掲載していますのでご確認ください。

健康が一番！がん検診を受診しましょう
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